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 論文審査結果の要旨
 核変換によって生成する反跳原子は大きい運動エネルギー,または高い電荷をもって異常な化学
 的挙動を示す。気相,液相及び固相においてこの問題について多くの研究がなされているが,特に
 固相においては個々の現象の解析に止まり,一般則についてはなお多くの問題を残しておる。
 本論文は金属フタロシアニンを対象とし,反跳原子のもとの化学形への分布(リテンシ.ン)と
 熱アン二一リング現象とを知見の豊富な金属フタロシアニンのα.!9.r及びδ形結晶と関連させ,
 且つ,各種核変換による異なる反跳エネルギーによる比較検討からshortrangeの交換反応型の
 StageIとIongrangeの合成型のStage欝こ解析した。他に結晶多形の現象のある銅オキシネー
 トによる同様な実験によって同じ傾向を示すことを明かにし,その反応機構がほぼ妥当であること
 を実証した。
 以上フ夕日シアニン系錯塩を中心として固相における反跳原子の挙動を解析したが,従来一般的
 反応機構に関して残されている多くの問題の解明に一つの大きな希望を与えるものであり,その価
 値は大である。
 よって審査員一同は本論文を理学博士学位論文として合格と認めた。
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